
将軍・キャプテン・参謀の聖書的理解 

 

1｜なぜこの理解が必要か 

教会はなぜ分裂するのか。 

なぜリーダーは孤立するのか。 

なぜ嫉妬が起こるのか。 

👉 原因は「役割の混同」にある。 

 

2｜三位構造の定義 

将軍 

方向決定を担う。 

神の前で最終責任を負う。 

キャプテン 

将軍のビジョンを実行する。 

現場責任を担う。 

参謀 

判断と助言を担う。 

知恵と制御によって暴走を防ぐ。 

 

3｜三者の霊的誘惑 

将軍 

権威濫用／孤立／神格化 

キャプテン 

嫉妬／感情暴走／人気取り 

参謀 

支配欲／批判主義／ビジョン喪失 

 



4｜バランス崩壊の結果 

将軍不在 → 分裂 

キャプテン弱体 → 机上論 

参謀不在 → カルト化 

 

5｜聖書人物による基本分類 

サウル 

将軍（未成熟） 

地位はあったが霊的容量が足りなかった。 

不従順と嫉妬に敗北。 

ダビデ 

成熟した将軍。 

戦う力（キャプテン性）と国家設計（将軍性）を併せ持つ。 

「地位」ではなく「油注ぎ」の将軍。 

ヨナタン 

理想のキャプテン。 

王位継承者でありながらダビデの将軍性を認め、 

嫉妬を処理し忠誠を選んだ。 

自己放棄の完成形。 

ソロモン 

参謀型将軍。 

戦うより設計する。 

第一世代の戦いを制度に変えた統治者。 

 

6｜四人の関係性が示す力学 

サウル × ダビデ 

未成熟な将軍は次世代を殺そうとする。 

ダビデ × ヨナタン 

将軍と理想キャプテン。 

嫉妬処理の成功例。 

忠誠は血縁を超える。 



ダビデ × ソロモン 

戦う将軍 → 設計する参謀型将軍。 

ムーブメントが制度へと変わる瞬間。 

 

7｜結論 

将軍が成熟しなければ国家は崩れる。 

キャプテンが嫉妬を処理できなければ内戦になる。 

参謀が神を恐れなければ堕落する。 

この霊的力学は、 

現代の教会・ミニストリーにも必ず起こる。 

 


